
×１００ ×１００

組織写真３－１（試料 No．３） 組織写真３－２（試料 No．３）

×１００ ×１００

組織写真４（試料 No．４） 組織写真５（試料 No．５）

×１００ ×１００

組織写真６（試料 No．６） 組織写真７（試料 No．７）

×１００ ×１００

組織写真８（試料 No．８） 組織写真９－１（試料 No．９）
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×１００ ×１００

組織写真９－２（試料 No．９） 組織写真９－３（試料 No．９）

×１００ ×１００

組織写真１０（試料 No．１０） 組織写真１１（試料 No．１１）

×１００ ×１００

組織写真１２（試料 No．１２） 組織写真１３（試料 No．１３）

×１００ ×１００
組織写真１４（試料 No．１４） 組織写真１５（試料 No．１５）
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試料 No．１ No．２ No．３ No．４ No．６

組織 Wus Fay Hc Wus Fay Wus Gls Wus Gls Fay Wus Fay

FeO ９７．２ ６４．８ ５５．１ ９７．１ ６２．７ ９４．４ ７．９０ ９７．５ １７．６ ６０．３ ９７．１ ４７．４

TiO２ ０．６２ ０．２１ ４．３３ ０．７２ ０．２３ ２．５０ １．９６ ０．５４ ０．２７ ０．２０ ０．２６ ０．１６

SiO２ ０．７３ ３１．４ ０．０６ ０．１４ ３３．７ ０．４４ ６９．９ ０．１８ ４３．４ ３４．３ ０．５０ ３７．５

Al２O３ ０．７２ ０．４１ ３９．３ ０．８９ ０．５０ ０．８３ １４．５ １．００ ２１．５ ３．０５ １．０３ ７．４３

CaO ０．１３ ０．８２ ０．０８ ０．１７ １．０４ ０．１３ ２．９７ ０．１１ ８．６０ ０．８１ ０．１５ ３．２４

MgO ０．１８ ２．０４ ０．５３ ０．５５ １．５０ １．１９ ０．３２ ０．２５ ０．４３ ０．６２ ０．６０ ０．９６

K２O ０．１０ ０．１２ ０．１０ ０．１２ ０．０９ ０．０９ １．９１ ０．１１ ４．７６ ０．４７ ０．０７ １．７０

Na２O ３．１４

MnO ０．１１ ０．１０ ０．１８ ０．１７ ０．１２ ０．１５ ０．３２ ０．１６ ０．１０ ０．１０ ０．１３ ０．１５

×１００ ×１００
組織写真１６（試料 No．１６） 組織写真１７（試料 No．１７）

×１００ ×１００

組織写真１８（試料 No．１８） 組織写真１９（試料 No．１９）

表５ EPMAによる微小分析結果

Wus：ウスタイト、Fay：ファイヤライト、Hc：ハーシナイト、Gls ガラス質
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AA

B

++

A

B

++

A：ルチル B：ガラス
成分 含有量％ 含有量％

FeO １５．３ ８．２３
TiO２ ７１．８ ６．８９
SiO２ － ５７．２
Al２O３ ３．４０ １３．９
CaO － ５．０５
MgO １．２３
V２O５ ５．８４
K２O － ４．４７
Na２O １．２５
MnO － １．７９

試料９ 介在物の微小領域分析（２０００倍で分析）

試料９の介在物のマッピング分析結果（２０００倍）

SE 像 Ti Si

Al Fe K
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７ 友杉遺跡出土須恵器の蛍光X線分析

胎土分析研究会 三辻利一
（１）はじめに

古代エジプト文明やメソポタミア文明がかなり詳細に解明されているのはヒエログリフや楔形文字

などの古代文字が解読されたことによることは周知の事実である。いわゆる、「エジプト学」と「ア

ッシリア学」である。古代日本には８世紀まで文字遺物はない。したがって古墳時代以前の古代を再

現する上には大きな障害があることになる。他方、日本では行政発掘によって、大量の土器が発掘さ

れており、その型式学は詳細さにおいて、世界の最先端にあると云っても過言ではない。それは土器

を通して、文字のない日本の古代を再現しようとした考古学たちの努力の賜であったとも考えられる。

土器の型式学は土器型式の伝播、したがって、工人の移動の追跡には役に立つ。しかし、土器その

ものの伝播には胎土分析が有効であると考えられた。そのため、早くから、土器胎土の肉眼観察や元

素分析も試みられてきた。しかし、胎土分析を「過去の再現」に役立てようとすると、従来の常識を

破る大量の土器片の元素分析が必要であった。１９７０年代になって、はじめて、すぐれた機能をもつ完

全自動式の蛍光 X 線分析装置が市販され、大量の土器片試料の元素分析を可能にした。

全国各地の窯跡から出土した大量の須恵器片の分析デ－タから、K、Ca、Rb、Sr の４元素が有効

に須恵器の地域差を表すことが発見された。これら４元素は火成岩を構成する主要造岩鉱物の６割を

占めるといわれる長石類に由来することが全国各地の窯跡出土須恵器とその後背地の地質を構成する

花崗岩類の分析デ－タとの対比から類推されている。かくして、主成分元素を組み合わせた K-Ca 分

布図と、微量元素同志を組み合わせた Rb-Sr 分布図上で、窯跡出土須恵器の地域差が表示できること

が理解されるようになった。母岩中の Fe 化合物（雲母、角閃石）は須恵器の場合は、有効に地域差

を表さないことが多いが、玄武岩、安山岩に由来する粘土を素材として使った軟質土器では有効に地

域差を表す場合がある。例えば、近畿地方の生駒山西麓土器群や四国香川県の下川津遺跡 B 類弥生

土器などがそうである。これが筆者が K-Ca、Rb-Sr の両分布図を主として、須恵器のデータ解析に

使用する理由である。Na も長石類に由来するが、データ解析にあまり使用しないのは風化溶脱がも

っとも速い元素であるため、粘土中には含有量が少なく、地域差が目立たないためである。地域差を

表さない元素であるという意味ではない。

須恵器は生産地である窯跡が残っているため、胎土分析によって、産地推定への道が開かれる。と

くに、窯跡数が少ない古墳時代の須恵器の産地問題の解決には、地元産か外部地域からの搬入品かを

問う２群間判別分析が有効である。古墳時代の最大の須恵器生産地は和泉陶邑である。陶邑の須恵器

生産量が圧倒的に多いので、地方の古墳出土須恵器の産地問題の研究には、地元の窯製品か、陶邑か

らの搬入品かを問う判別分析で決着が付く場合が多い。この方法を適用して、全国各地の古墳から数

多くの陶邑製品が検出されている。陶邑製品の全国の古墳への伝播と宋書倭国伝に記された倭王に関

する記述との関連性が考察される段階にまで研究は進んでいる。富山県内の富崎遺跡からも陶邑産と

推定される須恵器が検出されている。その後、新潟県胎内市の天野遺跡からも陶邑産と推定される須

恵器が検出されており、陶邑産須恵器の日本海側の北限は新潟県であることが分かってきた。他方、

太平洋側では岩手県水沢市周辺に在る中半入遺跡である。南限は鹿児島県の大隅半島の付け根に在る

本邦最南端の前方後円墳、横瀬古墳からも検出されている。さらに、高塚古墳はないが、指宿市の橋

牟礼川遺跡からも陶邑産と推定される須恵器が検出されている。鹿児島県、宮崎県の遺跡からも多数
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の陶邑産と推定される須恵器片が古墳時代に相当する地層から出土している。

律令体制下では須恵器生産が全国各地に拡散し、窯跡の数も古墳時代に比べてはるかに多くなる。

したがって、元素分析による産地推定も一層、難しくなる。しかし、胎土研究は何も産地問題だけと

は限らない。問題を大きく捉えて、本来の研究目的は胎土分析を通して、土器類の生産と供給の過去

を再現するということであろう。つまり、同じ遺跡から出土する須恵器胎土は一色か、それとも、複

数の生産地からの供給があったのかどうかも問題となる。もし、複数の胎土の須恵器があるとすれば、

器種によって胎土が異なるのか、つまり、器種によって生産地も異なるのかどうかという問題もでて

くる。昨年分析対象となった任海宮田遺跡から出土した須恵器の胎土は両分布図上で、A 類、B 類、

C 類の３種類に分類された。しかも、杯類は C 類胎土が圧倒的に多く、甕、壷類は圧倒的に B 類胎

土が多かった。明らかに、器種によって、胎土が異なったのである。また、須恵器同様、土師器の甕

も B 類胎土であった。一方、土師器の椀、皿類は圧倒的に A 類胎土であり、須恵器杯類の一部の胎

土も A 類胎土であった。このように、任海宮田遺跡の須恵器、土師器胎土から、器種による分業を

伺わせる興味深いデータが得られた。今回分析対象になった友杉遺跡は任海宮田遺跡に隣接する遺跡

であり、その須恵器の胎土相は任海宮田遺跡の胎土相と無関係ではない可能性がある。このような視

点から、友杉遺跡出土須恵器の胎土分析のデータは解読された。

（２）分析法とデータ解読法
試料片は表面を研磨して、一旦粉砕して均質化し、粉末試料を高圧をかけてプレスし、一定形状の

錠剤試料を作成して蛍光 X 線分析を行った。使用した分析装置や分析条件は任海宮田遺跡の場合と

同じであるので、説明を割愛する。

昨年、任海宮田遺跡の報告では K-Ca、Rb-Sr の両分布図上で定性的に胎土の分類を試みたが、今

回は K、Ca、Rb、Sr の４因子を使って（B 類／C 類）、（B 類／A 類）間の２群間判別分析を試みた。

この判別図上で、友杉遺跡出土須恵器の胎土を分類した。今回は科学的発掘によって、須恵器の出土

地層が古代下層、古代上層、中世と分類されていたので、胎土の分類結果を出土地層にも対応させ、

年代による器種、胎土の変遷があるかどうかも検討した。さらに、再度、須恵器器種と胎土との関係

についても検討した。

（３）分析結果
表１には今回分析した須恵器の分析データがまとめられている。全分析値は同じ日に測定された岩

石標準試料、JG-１の各元素の蛍光 X 線強度を使って標準化された値で表示してある。分析結果は両

分布図上にプロットして、データ解析が始まる。

図１には今回分析した友杉遺跡出土の１３２点の須恵器の両分布図を示す。この分布図には任海宮田

遺跡出土須恵器の分類にしたがって、A 類領域、B 類領域、C 類領域を描いてある。定性的な領域で

はあるが、比較対照する上には便利である。図１を見ると、C 類領域と B 類領域に試料が集中し、

一部に A 類領域に分布するものがあり、任海宮田遺跡の須恵器の分布と類似した分布をしているこ

とがわかる。Rb-Sr 分布図では No．１２２、１２３の２点の試料が突出して分布しており、これまでに見ら

れなかった胎土の土器である。この２点は中世の地層から出土した灰釉陶器であり、富山県内の製品

ではない可能性がある。古代上層から出土した No．１２１の灰釉陶器（いずれも皿）とともに、未分類

となった。図１での分布が任海宮田遺跡の分布と類似しているので、友杉遺跡出土須恵器の分析デー
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タを任海宮田遺跡の A 類、B 類、C 類に対応させて、データ解析を進めた。

図２では任海宮田遺跡出土 B 類と C 類の須恵器の相互識別を試みた。両分布図では両者は近接し

て分布しており、一部の試料は重複して分布しているので、判別図でも重複領域があることが予想さ

れる。予想通り、図２ではかなり広い重複領域があるものの、両群の試料群は理想境界線を挟んで、

ほぼ分かれて分布しており、相互識別は不可能ではないことが分かる。この判別図上に今回分析した

友杉遺跡出土須恵器をプロットしたのが図３である。大部分の試料は C 類領域と B 類領域に分布し

ており、少数の試料は不明領域に分布することが分かる。今回分析した試料の D２（任海 B）値と D２

（任海 C）値は表１にも掲載されている。K、Ca、Rb、Sr の４元素の分析値を使って計算された。C

群か B 群かの判断は D２（任海 B）と D２（任海 C）の値を比較して決めた。通常、（X）母集団への帰

属条件は D２（X）＜１０である。この条件を満たして、数値の小さい方を優先して判断したが、両方の

値にあまり差がない場合には B or C と推定しておいた。

つぎに、図１から A 類領域に分布する試料もあるので、任海 A 類と任海 B 類間の２群間判別分析

も試みた。その結果は図４に示してある。図１から予想されるように、重複領域はまったくない。こ

の判別図上に友杉遺跡出土須恵器をプロットした結果が図５である。明らかに A 類領域に分布する

試料が５点ある。No．４３、５７、７０、８９、１００である。これらは A 類胎土を持つ須恵器と判断された。

なお、No．１０２も A 類である可能性が高いので、A？としておいた。No．５０は A 類かどうか不明であ

るが、A 類領域の近辺に分布したので、A？としておいた。

念のために、C 類と判断された試料の両分布図を図６に、B 類胎土と判断された須恵器の両分布図

を図７に、また、A 類と判断された須恵器の両分布図を図８に示してある。いずれもそれぞれの領

域によく対応していることが確認される。なお、D 類と分類された須恵器も A 類須恵器とともに、

図８にプロットしてある。一応、それなりに D 類としてまとまって、一群を形成することが分かる。

Rb-Sr 分布図でこの領域に分布する須恵器は富山市周辺の窯跡出土須恵器には見られないので、外部

地域からの搬入品と推定される。D 類に分類されたのは直口壷と杯 B 各２点と、杯 A、平瓶各１点

の都合６点である。直口壷と平瓶は今回分析した試料中にはこれ以外にはない点も注目される。

ここで、注目されるのは、分類された胎土と器種の関係である。A 類に分類された須恵器は A？

を含めて８点、B 類に分類された須恵器は５５点、C 類須恵器は２９点、B or C とされたのは１８点、D

類は６点、未分類の須恵器は１６点、都合１３２点である。B 類、C 類胎土の杯はそれぞれ、１７点と１８点

で、前回の任海宮田遺跡のように C 類胎土の杯が圧倒的に多いということはなかった。また、杯 A

と杯 B の違いも胎土の違いにとくに関係はなかった。しかし、蓋、壷、甕類は B 類胎土が２５点に対

して、C 類胎土はわずか７点にすぎず、今回も蓋壷、甕類の胎土は B 類が多かった。また、盤、横

瓶は B 類胎土だけであり、直口壷２点と平瓶１点も D 類だけであった。少数ではあるが、特殊な器

種の須恵器の胎土に偏りがあることも今後の検討課題となりそうである。

つぎに、胎土と須恵器の出土地層（古代下層、古代上層、中世）との対応をみてみた。古代下層か

ら出土した須恵器の両分布図を図９に示す。A 類領域に対応する須恵器が見当たらない点が注目さ

れる。これに対して、D 類胎土を持つ須恵器が３点あることも注目される。また、B 類胎土の須恵器

よりも、C 類胎土の須恵器が多い点も注目される。古代下層から出土する須恵器胎土の主成分は C

類である。したがって、古代下層では C 類胎土を持つ須恵器を生産した窯が友杉遺跡への須恵器の

主要な供給地であったことになる。古代上層から出土した須恵器の両分布図を図１０に示す。C 類胎土

の須恵器に比べて、B 類胎土の須恵器が増えている点が注目される。さらに、新たな胎土をもつ A
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類須恵器が出現したことも注目される点である。ただ、K-Ca 分布図では A 類領域に分布するが、Rb

-Sr 分布図では A 類領域をずれて分布した No．１００、１０２の２点は A 類胎土とはみなされなかった。

古代上層では友杉遺跡へ須恵器を供給した生産地が増えた訳である。

中世の地層から出土した須恵器の両分布図を図１１に示す。C 類領域に分布する須恵器は No．５１だけ

で、多くの須恵器は B 類領域に分布した点も注目される。このことは中世では C 類胎土をもつ須恵

器の生産地の活動が低下したことを意味するのであろうか？このことも今後の研究課題である。また、

古代上層に続いて、A 類領域に対応する須恵器も多い点も注目される。ただ、No．１２２、１２３の２点の

灰釉陶器は Rb-Sr 分布図で大きく A 類領域をずれており、A 類胎土とは判断されなかった。A 類胎

土をもつ須恵器を生産した窯は古代上層から中世にかけて、活動が盛んになったことを意味するので

あろうか？

このように、出土地層によって、須恵器胎土が異なること、つまり、須恵器の生産地が変わったこ

とは注目すべきである。今後、このような視点から土器型式と胎土との関係も詳細に検討していくこ

とが「須恵器の生産と供給」の再現を進める研究には必要であろう。

今回は A 類、B 類、C 類胎土をもつ須恵器の生産地を推定しなかった。産地の推定を急ぐ必要性

がなかったからである。いずれ、このような研究を推進していくうちに、生産地に対応する窯跡も推

定されることと思われる。律令体制下では多数の窯跡があり、生産と供給の関係は複雑であるので、

産地推定の作業を急がずに、このように、消費地遺跡から出土する須恵器胎土を分類し、器種や土器

型式などの考古学情報と対応させつつ、「須恵器の生産と供給の関係」を再現していく研究法が今後、

各地で定着するものと思われる。「土器を通して過去を再現する」ということは、「土器の生産と供給

の過去を再現する」ことに他ならず、このような新しい視点からの研究はいま、その入り口に到達し

たところである。今後、根気強いデータの集積が必要である。これが「新しい土器の考古学」へと発

展することができれば、日本考古学には大きな意味をもつことになろう。

図２ 任海B類須恵器とC類須恵器の相互識別
（K、Ca、Rb、Sr）

図１ 友杉遺跡出土須恵器の全分析試料の両分布図

７ 友杉遺跡出土須恵器の蛍光 X 線分析
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図３ 友杉遺跡出土須恵器の分類（１）

図６ C類に分類された須恵器の両分布図

図４ 任海A類須恵器とB類須恵器の相互識別
（K、Ca、Rb、Sr）

図７ B類に分類された須恵器の両分布図図５ 友杉遺跡出土須恵器の分類（２）
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図８ A、D類に分類された須恵器の両分布図 図１０ 友杉遺跡の古代上層地層出土須恵器
の両分布図

図９ 友杉遺跡の古代下層地層出土須恵器
の両分布図

図１１ 友杉遺跡の中世地層出土須恵器の
両分布図

７ 友杉遺跡出土須恵器の蛍光 X 線分析
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表１ 蛍光X線分析データ（１）
分析№ 遺物番号 図版番号 遺構番号 出土層位 種類 器種 K Ca Fe Rb Sr Na D２（A） D２（B） D２（C） 分類 備考 胎土

１ ７５ SI８４８A１ 古代下層 須恵器 杯 A ０．５３５０．１３３ ２．２６０．５６４０．３６５０．１１３ ４７．３ ３．５ ２６．２ B b
２ ７０ SI７８１A１ 古代下層 須恵器 杯 A ０．４１８０．０８３ １．６２０．８１６０．３１８０．１４３ １１８ ２０．５ ３７．６ 未分類 w―２
３ ７９ SI８０２A１ 古代下層 須恵器 杯 A ０．４４１０．０７６ １．６１０．８８２０．３１３０．１４４ １１６ ２２．５ ４５．６ 未分類 w―１
４ １０４ SI７３４A１ 古代下層 須恵器 杯 A ０．３９４０．０４３ １．４２０．５４２０．２５２０．０５３ ８６．４ ２０．４ ５ C w―１
５ ２４７ SI７３４A１ 古代下層 須恵器 杯 B ０．４９５０．１０５ １．８３０．６３２０．３１１０．１４６ ６０．８ ４．７ ９．５ B b+
６ ２４９ SI７０２A１ 古代下層 須恵器 杯 B ０．４７５０．０７１ ２．０５０．６２３０．２７３０．１３１ ６１．１ ９．１ ２．１ C n+
７ ５６ SI７３４A１ 古代下層 須恵器 蓋 ０．５０８０．１１５ １．５０．６３７０．３７９０．１６６ ５３．７ ０．８３ ７．５ B n+
８ ― SI７０１A１ 古代下層 須恵器 蓋 ０．５１０．０６７ １．５２０．６２４０．２９９０．１２２ ４５．１ ８．１ ０．５１ C n

９ ― SI７３４・SI７８１・
SK７８０A１ 古代下層 須恵器 蓋 ０．５１３０．１６６ ２．４３０．５８４０．３９７０．２２４ ６９．８ ３．８ ４４．３ B w―１＋

１０ ― SI７４０A１ 古代下層 須恵器 蓋 ０．５３１０．２０１ １．１２０．６８３０．５０４０．２４２ ７８．１ ８．４ ７１．３ B b
１１ ― SI１A１ 古代上層 須恵器 壺（瓶）０．５３７０．１６９ １．３２０．６７５０．５０８０．２１２ ５９．７ ４．１ ３７．２ B
１２ ３４６ SI１A１ 古代上層 須恵器 甕 ０．５４８０．１２１ １．４６０．６４４０．４４８０．１２５ ４０．２ １．２ ９．７ B

１３ ２８０ SI１２１４・SK１０８０・
SD１０００A１・A２ 古代下層 須恵器 平瓶 ０．５２９０．２２８ １．３５０．５３９０．７１２０．３１３ ９２．２ ４１．６ １１２ D

１４ １０３ SK１２１６A２ 古代下層 須恵器 杯 A ０．５２０．２０７ １．１７０．５７４０．８１６０．３３１ １２４ ７５．７ １５０ D w―１
１５ ― SK１１９９A２ 古代下層 須恵器 杯 A ０．４５７０．０９８ １．４２０．６５８０．３８８０．１５９ ７４．２ ５．１ ８．９ B n
１６ ８９ SI１１９３・SI１２４０A２ 古代下層 須恵器 杯 A ０．４７２０．０８３ １．３１０．６６３０．３７８０．１８３ ６５．１ ４．３ ５．８ BorC w―１＋
１７ ９６ SI１１９５A２ 古代下層 須恵器 杯 A ０．４５４０．１１４ １．６３０．６１３ ０．３６０．１４１ ７６．９ ５．２ １１．２ B n+
１８ ２３５ SI１２１４A２ 古代下層 須恵器 杯 A ０．５２０．１４５ ２．３１０．５５４０．４８７ ０．２１ ５２．３ ３．９ ２３．１ B w―２＋
１９ ２７２ SD１０００A２ 古代下層 須恵器 杯 B ０．４８７ ０．１２ １．４７０．６６２０．３６８０．１３６ ６７．３ ２．３ １３．３ B w―１
２０ １６５ SK１１７１A２ 古代下層 須恵器 杯 B ０．５２５ ０．１２ １．５７０．７２８０．４０６０．１１９ ５５．６ １．５ １２．７ B w―１＋
２１ ２６６ SI１２１４A２ 古代下層 須恵器 杯 B ０．４９２０．１１６ １．３３０．６５９０．４２６０．１９５ ６２．２ ２ １０．９ B n+
２２ ２６７ SI１１９２・SI１１９３A２ 古代下層 須恵器 杯 B ０．５４６０．１７２ １．１１０．６６３ ０．７０．２９３ ８５．２ ３６ ８３．５ D b
２３ ３４１ SI１３１３A２ 古代下層 須恵器 甕 ０．５１２０．０７８ １．２７０．６９５０．３４１０．１３１ ５０．４ ４．４ ２．１ BorC
２４ ２０４ ３６ SD１A３ 古代～中世 須恵器 杯 A ０．４４１０．０７４ １．８２０．６１４０．３１７０．１４８ ７３．３ ８．２ ２．５ C 墨書「家」 b+
２５ １７７ SI２０３A３ 古代下層 須恵器 杯 ０．３８６０．０４９ ２．２７ ０．４９ ０．２２０．０４１ ９１．７ ２５．９ ５．８ C w―１
２６ ― SI２０６A３ 古代下層 須恵器 杯 ０．４０４０．０５２ １．６４０．５４９０．２８８０．０５９ ８２．２ １６．２ ４．１ C b+
２７ ― SI２０１A３ 古代下層 須恵器 杯 ０．３８１０．０７４ １．５８０．５０６０．３４８０．１０９ ９４．２ ２０ ７．９ C w―１＋
２８ ― SI２０１A３ 古代下層 須恵器 蓋 ０．５２２０．０９５ １．６１０．６８９ ０．４２０．１８８ ４９．７ ２．５ ７ B w―１
２９ １１２ SI２０７A３ 古代下層 須恵器 蓋 ０．５２９０．０８３ １．８７０．７６２０．４０１０．１３９ ５３．５ ５．５ １０．２ B w―１
３０ ― SD１A３ 古代～中世 須恵器 蓋 ０．５１２０．１５２ １．２８０．６５６０．６０２０．２１３ ７６．３ １８．６ ４９．６ B? w―２＋
３１ ― SD１A３ 古代～中世 須恵器 蓋 ０．５２４０．１１９ １．３２０．７１５ ０．４１０．１９８ ５４．３ １．１ １１．４ B b’
３２ ３４７ ５６ SI２０３A３ 古代下層 須恵器 甕 ０．５１３０．１１１ １．３９０．６０４０．４９７０．１４６ ５４．９ ６．３ １９．５ B
３３ １６８ SI６８９・SD６３６A４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４９２０．０４２ １．８５ ０．７０．２７５０．０５５ ５６．７ １２．３ ６．８ C b’
３４ ２０３ ３６ SI８５２A４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４４６０．０７３ １．４６０．６５２０．３０３０．１０１ ７５ ８．４ ４．３ C 墨書「家」 w―１
３５ ― SI８６１A４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．５５５０．０６２ １．９２ ０．７５０．３１２０．０３５ ３９．５ １２．４ ４．６ C n
３６ ― SI１０８２A４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４６０．０９６ １．８４０．６０３０．３５８０．１４６ ６７．５ ４．５ ３．９ BorC n+
３７ ― SI６７７・SX８５０A４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４４９０．０６６ １．６１０．６３９０．３３４０．０８９ ７０．４ ７．６ ４．４ C w―２＋
３８ ７６ SI１４１０A４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４８５０．１１６ １．８６０．６１６０．４０２０．２０７ ６１．６ １．８ ８．６ B w―１＋
３９ ２７６ SI６８９A４ 古代上層 須恵器 杯 B ０．５２２ ０．１２ １．７９０．５８３ ０．３８０．１６７ ４６．２ １．６ ９．６ B n+
４０ １５７ SI６７５A４ 古代上層 須恵器 杯 B ０．５１９０．０６９ ２．０２０．７４８０．３３４０．１１５ ５２．７ ７．１ ５．７ BorC b

４１ ２５７ SI４１０・SI６４２・
SI６６１A４ 古代上層 須恵器 杯 B ０．４８７０．０４７ ２．０８０．６４４０．２５１０．０５９ ５４．７ １３．５ ３．６ C w―１＋

４２ １４９ SD６３６A４ 古代上層 須恵器 杯 B ０．４７６ ０．０６ １．７９０．６７５０．３３１０．１０７ ６１．６ ６．９ ５ BorC w―２
４３ ― SX８５０A４ 古代上層 須恵器 杯 ０．７５２０．１３４ ２．６２ ０．７６０．４２９０．０７４ １．８ ５０．６ ３１．６ A n
４４ ― SI８６１A４ 古代上層 須恵器 杯 ０．５３７０．０９５ ２．０２０．７６３０．３７８０．１０２ ５０．１ ４．３ ７．５ B w―１
４５ ５０ SK１４２０A４ 古代上層 須恵器 蓋 ０．４４２０．０７５ １．３８０．６０８０．３４７０．１１９ ７２ ７．５ ３．７ C w―１＋
４６ １１５ SI６５２A４ 古代上層 須恵器 蓋 ０．４７９０．０３５ ２．１０．６９１０．２４２０．０４６ ６１．５ １５．８ ８．４ C b
４７ ― SI６７５・SI８５３A４ 古代上層 須恵器 蓋 ０．５１３０．０７４ １．４２０．７５６０．３５５０．１０４ ５６．８ ６．１ ７．７ BorC n+
４８ ４６ A４ Ⅲc 須恵器 蓋 ０．４３９０．０６９ １．６ ０．６ ０．３３０．０６７ ７１．８ ８．５ ２．８ C w―２＋
４９ ― SK６９０A４ 古代上層 須恵器 盤？ ０．４９４０．０５４ １．２２ ０．７８０．３４８０．０９５ ６８ １０．３ １６．９ B
５０ １４１ A４ Ⅲc 外 須恵器 皿 A ０．６８８０．１２８ １．８７０．７５８０．４５８０．１２８ １０．５ ２５．２ １７．１ A n
５１ １４３ SK８５A４ 中世 須恵器 皿 B ０．４６７０．０６３ ２．２７０．６７４０．２９９０．０７８ ６５．８ ８ ３．６ C b+
５２ ― SI６６６A４ 古代上層 須恵器 皿 B ０．４３３０．０４７ １．６４０．６１１ ０．２８０．０４２ ７．３２ １２．７ ４．４ C w―１
５３ １４４ SX８５０A４ 古代上層 須恵器 皿 ０．５４ ０．１６ ２．０６０．７１６０．５２９ ０．１５ ６０．８ ６．４ ３５ B w―１＋
５４ １７１ SI１０８２A４ 古代上層 須恵器 椀 ０．５０８０．０７７ １．５７０．７５８０．３９３０．１０１ ６１．２ ６．１ １２．３ B コップ形？ w―１
５５ ３３８ SD６３６A４ 古代上層 須恵器 壺 ０．５８１０．１３５ １．２７０．７８７０．５０３０．１７１ ４６．３ ７．４ ２２．８ B

５６ ― SI６８９・SI８６１・
SX８５０A４ 古代上層 須恵器 壺 ０．５４５０．１３４ １．３８０．７１７０．５１１０．１９５ ５３．４ ５．２ ２２．７ B

５７ ２８６ ５４ SK８７A４ 中世 須恵器 長頸壺 ０．８２８ ０．１３ ２．８２０．７８５０．４１４０．１０８ ０．８５ ９４．９ ５１．６ A
５８ ３１４ ５４ SD６５１A４ 古代上層 須恵器 四耳壺 ０．４９８０．０８７ １．５６０．７０１０．３５５ ０．１２ ５８ ３．３ ４．３ BorC
５９ ３０１ ５５ SI６８４A４ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．４９６０．１３２ １．４１０．６８１０．４０５０．１８１ ６７．３ １．９ １８．４ B
６０ ３００ ４５・５５ SX８５０A４ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．５９４ ０．０９ １．４５０．７４３０．３４５０．０８７ ２８ １１．９ ４．４ C

６１ ３１２ 巻首
３・４６ SI６７５A４ 古代上層 須恵器 横瓶 ０．５６０．１０７ １．４８０．６８５０．４７５ ０．２ ４０．８ ４．８ １２．９ B

６２ ３１３ ４５・５６ SX８５０A４ 古代上層 須恵器 横瓶 ０．５３９０．１１５ １．１６０．６３５０．５１１０．１９５ ４９ ６．４ ２０．８ B
６３ ３０９ SK１０３２A４ 古代上層 須恵器 横瓶 ０．５６３０．１２４ １．２８０．６６６０．４０６０．１５７ ３６．４ １．５ ９．７ B
６４ ３４４ ５６ SI６６１A４ 古代上層 須恵器 甕 ０．４６６０．０８５ １．４８０．６８５０．３６２０．１０１ ７０．３ ５ ６．９ BorC

６５ ３４５ 巻首
３・４６ SI６７５A４ 古代上層 須恵器 甕 ０．５８４０．０８２ ２．０９０．６９５０．３０５０．０５３ ２８．１ １４．４ ５ C

６６ ３３２ ５６ SI６６１A４ 古代上層 須恵器 甕 ０．８０１０．１６７ １．４０．６６６０．６４３０．１７９ ２１．４ ７３．７ ７８．４ A

６７ ５４０ 巻首
３・４６ SI６７５A４ 古代上層 土師器 甑 ０．６４６０．０７６ １．６９０．６７８０．２９５０．０８６ １３．９ ３４ １５．１ 未分類

６８ １５５ SK５８７・SK４４９A４・１１ 古代上層 須恵器 杯 B ０．４９６０．０８６ ２．０４ ０．６４ ０．３２０．１４５ ５４ ４．４ １．６ C n
６９ ３２１ SI６６１・SI８５３A４・A１１ 古代上層 須恵器 壺 ０．５１３０．１４３ １．４２０．６３７０．５１２０．２０２ ６０．８ ５．３ ２５．１ B
７０ ２８９ SI６６１A４・A１１ 古代上層 須恵器 壺 ０．７４４ ０．１５ ２．７６０．７５１０．４３２０．１３９ ３．８ ４４．４ ３９ A

７１ ― SI６８１・SK６８８A４・
A１０・A１１ 古代上層 須恵器 壺 ０．５２３０．０７６ １．６２０．７６７ ０．３５０．１３１ ５４．１ ６．６ ７．４ BorC

７２ １２５ SI２０１A９ 古代中層 須恵器 蓋 ０．５０８０．０６８ １．４６０．６７１ ０．３６０．０９５ ４９．６ ５．１ ３．８ BorC w―１
７３ ５４ A９ Ⅲc 須恵器 蓋 ０．３７２０．０９８ ２．５９０．４３３ ０．２４０．０７９ １１７ ３１．３ ２２．６ 未分類 w―１
７４ ６３ A９ Ⅲc 須恵器 蓋 ０．５２２０．０９９ １．４６０．６１８０．３６６０．１０９ ４３．６ ２．１ ２．４ BorC w―１
７５ ３２９ A１０ Ⅲa 須恵器 短頸壷 ０．５０４０．１０３ ２．２８０．６８５ ０．４０．０７１ ５６．６ １．６ ６．７ B
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表１ 蛍光X線分析データ（２）
分析№ 遺物番号 図版番号 遺構番号 出土層位 種類 器種 K Ca Fe Rb Sr Na D２（A） D２（B） D２（C） 分類 備考 胎土
７６ ３１５ SD１・SD５A１１ 古代～中世 須恵器 壺蓋 ０．５３２０．１４７ １．２３０．７０５０．４８７０．２２５ ５７．８ ３ ２５ B w―１
７７ ３５０ ４５ SX８５０A１１ 古代上層 須恵器 甕 ０．５８３０．０７７ １．２６０．５９３０．３８６０．１７３ ２４．１ １２．９ １０．１ BorC
７８ ― SD１５B６ 中世 須恵器 杯 A ０．５１０．０７９ １．１６０．６５１０．４６１０．１６９ ５７ ７．７ ２０．３ B w―２
７９ ２２２ ３６ B７ Ⅱc 層 須恵器 杯 A ０．４８９ ０．０６ １．９６０．６６４０．２９７０．０８２ ５５．２ ８ １．８ C 墨書「城長」？ w―１
８０ ２１２ ３５ SD４０B８ 古代～中世 須恵器 杯 A ０．４６９０．０９９ １．９５０．５９９０．３２５０．１４７ ６５．９ ４．９ ５．２ BorC 刻書「九」 w―１＋
８１ ２１３ ３５ SD４０B８ 古代～中世 須恵器 杯 A ０．４５３０．０８７ １．７８０．６０６０．３３３０．１５１ ６９．５ ５．９ ２．７ C 墨書「九」 n+
８２ ― SD４０B８ 古代～中世 須恵器 杯 A ０．４９５０．１１１ ２．５０．６７６０．３０１０．１３２ ６８．５ ６．１ １７．２ B b
８３ ― SD４０B８ 古代～中世 須恵器 杯 B ０．５２２０．１４４ １．９２０．５９８ ０．４９０．２２１ ５３．２ ３ ２１．６ B b+
８４ ― SD４０B８ 古代～中世 須恵器 杯 B ０．６６３０．１７６ １．７７０．７３３０．５８１０．２４５ ２６．４ １８．１ ４１．８ D w―２＋
８５ ― SD４０B８ 古代～中世 須恵器 直口壺 ０．５２０．１６７ １．２８０．５５８０．６４３０．３０４ ７５．２ ２５．６ ６４ D
８６ ３１８ SK１３４B１０ 中世 須恵器 壺蓋 ０．４９１０．１１１ １．２３０．６９７０．４０８０．１６７ ６５．３ ２．５ １１．２ B n
８７ ― SI７０１B１３ 古代上層 須恵器 杯 B ０．４２５０．１２５ ２．４３０．５１５０．３６８０．１２８ ８８．８ １１．７ １７．２ BorC b+
８８ ― SI７０１B１３ 古代上層 須恵器 杯 ０．７３７０．１３７ １．３０．９２６ ０．５９０．１９８ ３３．８ ５２ ４２．１ 未分類 b
８９ ― SK４１４B１３ 中世 須恵器 壺蓋 ０．８４３０．１４８ １．７８０．９０３ ０．４８０．１２７ ４．３ ９４．７ ４６．５ A b
９０ ２９９ ５０・５５ SI７０１B１３ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．５０４０．０７４ １．５６０．７１３ ０．３４０．０９３ ５５．１ ５．１ ３．９ BorC
９１ ２９０ ５０ SI７０１B１３ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．５６０．１０２ １．２８０．７０３０．３８３０．２０１ ３６．３ ３．５ ３．８ BorC
９２ ３０８ ５６ SK７０３B１３ 古代上層 須恵器 横瓶 ０．５１２０．１３６ １．５１０．６５２０．３９９０．１８４ ５９．３ ０．６９ １８．１ B

９３ ― SE１４０・SE２００・
SK４９４B１３ 中世 須恵器 甕 ０．５０７０．１４８ ２．４０．６２６０．３９１０．２２１ ６５．６ １．９ ２７．８ B

９４ １９５ SI２１３C２ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４７３０．１１４ １．９９０．６０４０．３９８０．１１５ ６５．６ ２．９ ８．５ B w―２
９５ ― SI２０４C２ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４９３０．０６４ １．５６０．６４５０．３２７０．０９６ ５２．１ ６．１ １．５ C b
９６ ― SI２０８C２ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４３４０．１０２ ２．０３０．５４９０．３４８０．０９９ ７８．２ ８．６ ６．５ BorC w―２
９７ １９４ SI２１６C２ 古代上層 須恵器 杯 A ０．５６２０．１０６ １．２３０．７０１０．４０８０．１５９ ３６．３ ２．９ ５ BorC w―２
９８ ２２１ ３６ SI２１３C２ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４４０．０６７ １．８２０．５７４０．２８７０．０５４ ７０．４ １０．６ １．１ C 墨書「万」 w―１
９９ １４８ SI２１３C２ 古代上層 須恵器 杯 B ０．５５６０．１０８ １．９９０．６０１０．４１４０．１０７ ３２．９ ３．２ ６．６ B b
１００ １６３ SI２０４C２ 古代上層 須恵器 杯 B ０．８２１０．１５６ １．９７０．８７７ ０．５４０．１９８ ７．３ ７８ ４４ A n+
１０１ ― SI２０４C２ 古代上層 須恵器 杯 B ０．５１４０．１３７ １．５０．６６３０．４０４０．２３２ ５９．４ ０．６８ １８．７ B
１０２ ― SI２０４C２ 古代上層 須恵器 杯 ０．８０２０．１４４ １．７５０．９２８０．５２６０．１６４ １２．３ ７３ ３６．７ A?
１０３ ― SI２０４C２ 古代上層 須恵器 蓋 ０．５１４０．０７７ １．４３０．７６８ ０．４１０．０８９ ６１．５ ７ １５．５ B
１０４ １３１ SI２０４C２ 古代上層 須恵器 蓋 ０．４６８０．０５８ １．７１ ０．７２０．２８５ ０．６４ ７０．６ １０．３ ７．８ C
１０５ ― SI２０２C２ 古代上層 須恵器 蓋 ０．４４４０．０７９ ３．２３０．４２２０．２２９０．０８１ ７６ ２４．３ １７．６ 未分類
１０６ ３２６ C２ Ⅱb・Ⅱc 須恵器 壺 ０．４８０．１２６ １．５３０．６７４ ０．３７０．１４２ ７４．１ ３．４ １８．６ B
１０７ ３３１ SI２０６C２ 古代上層 須恵器 壺 ０．５３９０．１３７ １．２２０．６８６０．５８９０．２３６ ６５．６ １５．３ ４２．５ 未分類
１０８ ２８５ SI２０１C２ 古代上層 須恵器 壺 ０．５６６０．１６９ １．５５０．６９４０．５７５０．２５３ ５３．８ ９．９ ４１．４ B
１０９ ２８８ SI２０２C２ 古代上層 須恵器 壺 ０．５３１０．２５８ １．８３０．６５２０．４９４０．１６４ １２３ ２３．７ １７２ 未分類
１１０ ３２７ ５４ SI２０２C２ 古代上層 須恵器 短頸壺 ０．４５３０．１０７ １．２９０．６３９０．３７１０．１３９ ７６．７ ５．２ ９．６ B
１１１ ３３９ ４８ SI２０１C２ 古代上層 須恵器 直口壺 ０．６０７０．１９３ １．３８ ０．６２０．７６３０．３２７ ７７．１ ４８ １０７ D
１１２ ― SI２０１C２ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．５３３０．２５１ １．８８０．６４９０．４８４ ０．１６ １１６ ２１ １６０ 未分類
１１３ ３０５ SI２１３C２ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．５６４０．０７５ １．１９０．８８２０．４１１０．０９６ ５９．２ １５．７ ２４．４ 未分類
１１４ ２９２ ４８ SI２０１C２ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．４３６０．０４５ １．１８０．６５５０．２４９０．０６８ ７７．２ １４．８ ６．７ C
１１５ ３０６ ４８ SI２０１C２ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．５４８０．１６４ １．４８０．６８４０．５１９０．２３７ ５４．６ ４．３ ３３．５ B
１１６ ３４８ ５６ SI２０２C２ 古代上層 須恵器 甕 ０．４７８０．０４５ １．９５ ０．６４０．２６６０．０４８ ５６．９ １２．１ ３．５ C
１１７ ― C３ Ⅱc 須恵器 蓋 ０．５８８０．０８８ ２．０９０．６７５０．５４３０．２０２ ４９．６ １９．２ ４２．１ 未分類 n
１１８ ― SK２６０・SD１３１C３ 中世 須恵器 蓋 ０．５９３０．０９５ １．３５０．７８３０．６５２ ０．２６ ９２ ４２ ９５．９ 未分類 n
１１９ ９２ SI３０２C４ 古代上層 須恵器 杯 A ０．４３９０．０７５ １．６８０．６１５０．３０６０．１０５ ７５．１ ８．７ ２．８ C w―１
１２０ ２１０ ３６ C４ Ⅱc 層 須恵器 杯 A ０．４５５０．０７３ ２．３１０．５８４０．２７８ ０．０９ ６６．９ ９．８ １．８ C 墨書「成」 n+
１２１ ３６３ ３２ SI３０１C４ 古代上層 灰釉 椀 ０．８２８０．１４７ １．０５０．９２６０．６５６ ０．２５ ３８ ９４．９ ６５．１ 未分類
１２２ ― SX２０４C４ 中世 灰釉 椀 ０．８４７０．２１３０．９４１ １．３７ ０．４８０．１５８ ９４．６ １５５ １９８ 未分類
１２３ ３６４ ３２ SD１５０C４ 中世 灰釉 椀 ０．８４０．２０１ ０．９４ １．３９０．４７６０．１４４ ９８．６ １５６ １８９ 未分類
１２４ ― SX２０４C４ 中世 須恵器 壺 ０．５８７０．１１９ １．５３０．７０１０．３７５０．１６４ ３０．８ ５．７ １０．２ B
１２５ ― SD１８５C４ 中世 須恵器 壺 ０．５３６０．１３７ １．４０．６９４０．４２３０．２０１ ５１．９ ０．４７ １７．５ B

１２６ ３２３ SD１５０・SD１５６・
SK２５０・SD３４５C４ 中世 須恵器 壺 ０．５４７０．１１４ １．５６０．７１３０．３６９０．１６６ ４４．７ ２．５ ９ B

１２７ ３０３ ４８ SI３０２C４ 古代上層 須恵器 双耳瓶 ０．４６３０．１７３ １．３８０．６１１０．４８５０．２０５ ９２．１ １２ ４７．６ B?
１２８ ３３３ C４ Ⅱc 須恵器 甕 ０．５２７０．１２８ ２．１９０．６０６０．４８２ ０．２３ ４８．６ ２．８ １５．８ B

１２９ ３４２ SK２１４・SD１８５・
SK１４６・SK３４３C４ 中世 須恵器 甕 ０．７３６０．２２２ １．８０．７４７０．６０４０．１６６ ２０．１ ３５．３ ８３．７ 未分類

１３０ ３３４ SX２０４・SD１８５・
SK１４０・SK１３８C４ 中世 須恵器 甕 ０．５１３０．１５７ １．５８０．６２１０．４０９０．１５２ ６５．３ １．９ ３３．１ B

１３１ ３４３ SD１８５他 C４ 中世 須恵器 甕 ０．５６０．１０１ １．２５０．８１８０．４７６ ０．１４ ５６ １０．２ ２２．８ B
１３２ C６ Ⅱa 須恵器 壺 ０．５０４０．１１２ １．３７０．６８７０．３６７０．１２１ ５９．４ １．７ ９．４ B

７ 友杉遺跡出土須恵器の蛍光 X 線分析
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